
民間企業等との効果的連携活動に関わる
包括協定締結までの流れ

資料３－１

包括協定締結までの流れ

●募集条件

効果的連携活動に関する提案の募集

ルート運営代表者会議又は指定された支援組織
から推薦された団体で、且つこれまでに指定され
た支援組織又は各ルートの活動団体との包括協定
若しくは、事業連携等の実績を有する団体とし、
次の各号のいずれかの事項に該当しない団体。

①特定の政治的信条に基づく活動を行う団体
②特定の宗教的信条に基づく活動を行う団体

関係書類の提出

②特定の宗教的信条に基 く活動を行う団体
③暴力団その他の反社会的活動団体
④その他包括協定の対象とすることが適当ではな

いと認められる団体

【必要書類】
・様式１「シーニックバイウェイ北海道と民間企業等との効

果的連携活動に関する提案シート」
・様式２「ルート運営代表者会議または指定された支援組織

からの推薦状及び事業連携等の実績」

【提出先】
・推進協議会事務局

不備若しく
は疑義無し

不備若しく
は疑義有り

ルート審査委員会からの意見徴収

※６／２４
推進協議会

妥当

妥当ではな
いと判断さ
れた場合、
書面で通知

推進協議会における
提案内容の審議

包括連携協定調印式の開催
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デンソーセールス北海道支社と
シーニックバイウェイ北海道の包括連携協定シ ック イウ イ北海道の包括連携協定

この協定は、デンソーセールス北海道支社とシーニックバイウェイ北海道、双方の持つ資源を有効活用
した連携活動による『競争力のある美しく個性的な北海道』の実現を目的としています。

●景観 自然 歴史 文化等の地

連携･協働による
資源の有効活用

●安心の全国的なネットワーク
●地域情報の発信
●デンソーグループの培った技術とノウ

●景観、自然、歴史、文化等の地
域資源を活用した取組

●地域の住民、ＮＰＯ、企業、行政
等多様な主体が一体となった体制●デンソ グル プの培った技術とノウ

ハウ
●デンソーグループが有する広報ツール
（ドライブ情報Webサイト｢びあはーる｣）

等多様な主体が 体となった体制
●全国的なネットワーク（日本風景
街道）

●官民による協議会及び学識者に（ドライブ情報 サイト びあは る｣） ●官民による協議会及び学識者に
より組織されるルート審査委員会

【連携協定の項目】【連携協定の項目】

●シーニックバイウェイ北海道による地域活性化に関する取組
●シ ニックバイウェイ北海道の広報 啓発に関わる取組●シーニックバイウェイ北海道の広報・啓発に関わる取組
●その他、シーニックバイウェイ北海道の推進に関わる取組

・シーニックバイウェイ北海道ホームページ、冊子Bywayでの「マップコード掲載」

これまでの連携実績

シーニックバイウェイ北海道ホームページ

マップコードについて

ズ

Byway

・緯度経度を所定のアルゴリズムで変換する事により数字１列の
文字列で表す事ができる位置情報のメディア

・日本国内のカーナビゲーションの約８０％にマップコード機能搭
載トヨタ、日産、ホンダ等カーメーカー純正ナビおよび、ケンウッ
ド、クラリオン等市販ナビに搭載

ビByway ・1996年にカーナビの目的地設定機能としてデンソーが開発
・2002年 WEBサイトによる“マップコード発行サービス”を開始
・2010年 サービスをデンソーコミュケーションズ移管し

ドライブ情報サービス“びあはーる”のサービスを開始
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阿寒グランドホテルと
シーニックバイウェイ北海道の包括連携協定シ ック イウ イ北海道の包括連携協定

この協定は、阿寒グランドホテルとシーニックバイウェイ北海道、双方の持つ資源を有効活用した連携
活動による『競争力のある美しく個性的な北海道』の実現を目的としています。

●景観 自然 歴史 文化等の地

連携･協働による
資源の有効活用

●ひがし北海道、道央の観光拠点にお
ける地域ネットワーク
●地域情報の発信
●温泉熱を利用し 排出削減を行うな

●景観、自然、歴史、文化等の地
域資源を活用した取組

●地域の住民、ＮＰＯ、企業、行政
等多様な主体が一体となった体制

●温泉熱を利用しCO2排出削減を行うな
ど環境に配慮した取組
●学民共同による観光人材養成（鶴雅
校）の取組

等多様な主体が 体となった体制
●全国的なネットワーク（日本風景
街道）

●官民による協議会及び学識者に
校）の取組

●官民による協議会及び学識者に
より組織されるルート審査委員会

【連携協定の項目】【連携協定の項目】

●シーニックバイウェイ北海道による地域活性化に関する取組
●シ ニックバイウェイ北海道の広報 啓発に関わる取組●シーニックバイウェイ北海道の広報・啓発に関わる取組
●その他、シーニックバイウェイ北海道の推進に関わる取組

鶴雅グル プ企業のパン デ パンがシ クバイウ イ北海道の広報

これまでの連携実績

・鶴雅グループ企業のパン・デ・パンがシーニックバイウェイ北海道の広報

店内で懐かシーニック
パネル展を実施

シーニックカフェとして
スタンプラリ を実施

店内にシーニックバイ
ウェイ北海道等のチラ
シを設置スタンプラリーを実施 シを設置

・バリアフリーツーリズムと連携した障がいのある観光客や高齢者の受け入れ体制づくり

バイキングの様子

家族風呂（車いすリフト付き）の様子
管内はバリアフリー

家族風呂（車いすリフト付き）の様子
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ルート審査委員会による提案団体及び提案内容等について意見徴収結果 

 

①株式会社デンソーセールス北海道支社 

表１－１ 【確認事項】 

評価項目 

 

 

 

 

委員 

組織や業務内容 

が確認出来る 

連携の目的が 

明確である 

双方の役割が

明確である 

シーニックバイウェイ

北海道の推進に貢献
特記事項 推奨 

A ○ ○ ○ ○  ○ 

B ○ ○ ○ ○ 

カーナビの活用は重要な

テーマであり、よい連携協

定だと思う 

○ 

C ○ ○ ○ ○  ○ 

D ○ ○ ○ ○  ○ 

E ○ ○ ○ ○  ○ 

 

②株式会社阿寒グランドホテル 

表１－２ 【確認事項】 

評価項目 

 

 

 

 

委員 

組織や業務内容 

が確認出来る 

連携の目的が 

明確である 

双方の役割が

明確である

シーニックバイウェイ

北海道の推進に貢献
特記事項 推奨 

A ○ ○ ○ ○  ○ 

B ○ ○ ○ ○ 
旅行業との連携の契機に

なることを期待 
○ 

C ○ ○ ○ ○ 

鶴雅グループ各館におい

て、従業員がシーニックバ

イウェイ北海道の活動や

取組について、広報の役割

を担ってくれることによ

り、全国への普及、波及が

実現できるきっかけとな

ることに期待。 

○ 

D ○ ○ ○ ○  ○ 

E ○ ○ ○ ○  ○ 
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平成２５年６月２４日 
シーニックバイウェイ北海道推進協議会 

 
 

民間企業等との包括連携協定締結について（案） 
 
 

シーニックバイウェイ北海道推進の基本方針に基づき、シーニックバイウェイ北海

道と民間企業等との効果的連携活動に関する提案を募集したところ、下記２社より提

案書を受領した。 
提案民間団体・企業及び提案内容について、ルート運営代表者会議又は指定された

支援組織の推薦及びルート審査委員会の推奨を受けたことから、ここに包括連携協定

を締結するものである。 
 
 
 

【提案民間団体・企業名】：株式会社デンソーセールス北海道支社  

提 案 内 容：①ドライブ観光及び地域の活性化 

     
 

【提案民間団体・企業名】：株式会社阿寒グランドホテル  

提 案 内 容：①地域イベントや事業への参加 

：②施設利用者へのシーニックバイウェイ北海 

道の普及啓発 
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